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はしがき
　中国は多民族国家で、全部で56の民族があり、漢族を除いて55の少数民族
が存在する。従って、少数民族教育は我が国の教育の重要な構成部分であり、
横方向の発展から56の民族の歴史的背景と発展過程が違うため、少数民族と
民族地区の全体の教育水準は、依然として全国の平均教育水準より低いこと
は事実である。
　新疆ウイグル自治区（略称新疆）も多民族地域で、その中で従来からの少
数民族の数は13で新疆総人口の60%を占める。ある意味、新疆の発展は少数
民族の教育水準に左右される。少数民族の教育水準は新疆の教育の質に依存
する。よって新疆の人口構成の特徴からみれば、新疆の教育水準を必ず大き
な力で発展させなければならないという事実を示している。これは直接、社
会の安定、経済の発展と民族の団結などに関係する。
　１　．新疆少数民族教育の発展と変化
　1.1　近代新疆少数民族教育の発展過程
　清朝末期から民国の時期に新疆近代少数民族教育は芽生え始め、初期発展
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と継続発展の三段階を迎えたが、全体的に依然として比較的立ち後れた形で
あった。
　　1.1.1　新疆近代少数民族教育の芽生え段階（1878年―1911年）
　19世紀年代、左宗棠が新疆を奪回後、新疆の民族問題は主に言葉が通じな
いため発生すると考えた。新疆社会の長期安定を保つため、教育の発展が
必須と考えられ、彼は新疆政務を歴任していた時に沢山の義塾を設立した。
1880年まで、すでにトルファン、烏蘇などで37の義塾を創立して、ウイグル
族の子供を勉強さた。
　1884年、新疆省の設立後、清朝政府がクムル、トルファン、アケス、カシ
ガルなどの地域で77個の義塾を設立した。清朝政府は1905年、現在のウルム
チに高等学校を設立し、同時に新疆の各府、庁、州、県などに高等小学校設
立した。同時に少数民族向けの新式の学校も出現した。
　ムサバェフ一族のムサアジはイキサク村で“艾毕布扎德模範クラスを創立
して、主にアトシ、カシュガル、ホータンからの学生を受け入れ、卒業した
後に主に奇台、呼图壁、クチャへ派遣した。 こうして、新疆近代少数民族
教育の発展の初期段階で、いくつかの知識人が大きな役割を果たすことに
なった。
　　1.1.2　新疆近代少数民族教育の初期发展段階（1912年―1933年） 
　民国が創立後、新疆の政権は杨增新に変わり、彼は新式の教育を非常に重
視した。1912年11月、ウイグル族民衆が多く漢族民衆が少ない尉犁県に対応
して、中国語の学校に対して調整を行った。少数民族に対して母国語で教育
を展開すると同時に、知識人の新式学校設立を奨励し、世俗教育を発展させ
た。
　哈木德于は1913年にクチャで初めての世俗学校を設立した。その年の学生
数は100人を超えた。1913年トルファンの商人马赫穆德・穆依登はソ連から
喀山塔塔尔という教師を招聘し世俗学校設立した。1920年ヤルカンド、迪化、
塔城、グルジャ、博乐などでも新式が学校設立された。
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　　1.1.3　新疆近代少数民族の教育継続的な発展段階（1933年―1949年） 
　1934年、盛世才が新疆の政権を握ってから少数民族教育の発展を更に推進
し、主に以下の三つの措置をとった。第一、各民族の文化促進会を創立した。
1934年 8 月、新疆省政府はそれぞれウイグル、カザフ、モンゴルなどの民族
文化促進会を創立した。文化促進会は新疆少数民族の近代の学校教育発展の
直接動力となった。統計によると、1936年ウイグル文化促進会は全新疆で
1,736ヵ所の小学校を運営し、在校生の数は124,174人だった。 3 つの中学校
を運営し、学生数は440人、10ヵ所の師範学校を運営し、その卒業生は535ま
でになった。
　第二、各言語で教材を編纂及び出版した。1936年、新疆の副主席がウイグ
ル語教科書の編集部を設立し、中学以下の学年向けのウイグル語応用教科書
の出版、販売、またウイグルと中学校、師範学校の建設を提案した。
　概算統計によると、1941年新疆で出版された中国語の教科書は189,203冊、
ウイグルの教科書は81,910冊、カザフ語の教科書は15,454冊、モンゴル語の
教科書は12,421冊に達した。
　第三、各レベルの学校の規模を調整した。特に少数民族の学校の数と学級
を増やした。1935年12月教育庁は各地域学校が少なくても一つの少数民のク
ラスを設けるように発令した。新疆省教育庁の統計によると、1936年に新疆
で公立の少数民族学校が55校、学級147、学生数は4,179人達した。1936年、
ウイグル文化促進会が設立した学校は115校、その学生は4,760人に達した。
1935年 1 月 1 日新疆学院が正式に創立された。1940年秋、新疆の学院教育学
部はウイグル族クラスを増設して、それによってウイグル族の高等教育が新
疆で本格的に始まった。1
　1.2　建国後新疆少数民族教育政策の歴史的推移
　建国後新疆少数民族教育政策の発展は、おおよそ ５ 段階に分けられる。初
　1　　郭宁、王珍「近代少数民族教育の発展に対する試論」、『石河子大学学誌』、2006年 2 月。
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期形成期（1949年から1956年）、複雑発展期（1956年から1966年）、動乱衰
退期（1966年から1976年）、安定回復期（1978年--1991年）、快速改善期
（1992年―至今）。2
　　1.2.1　初期形成期 （1949年--1956年）
　この時期、新中国の民族政策はいくつかの方面から民族自治区教育の発展
を促進した。1951年 9 月に開催された初の全国民族会議にて、国が少数民族
教育に対しての総方針をはっきりと打ち出した。それには教育が民族的、科
学的、大衆的であるべきあることが示された。《憲法》第７2本規定でそれぞ
れの上級国家機関はそれぞれの自治区、自治州、自治県の自治を充分に保障
し、自治権を行使し、しかもそれぞれの少数民族を政治、経済、文化の面で
の事業の発展を支持するべきと規定された。
　　1.2.2　複雑な発展期 （1956年--1966 年）
　1958年は民族教育の中で民族特徴を軽視する傾向が現われ、ともに民族自
治区に中国語を普及させて言語統一政策が推進された。この時期の民族教育
事業は　“左翼的”　思想の打撃を受けた。“大躍進”　の失敗後、党は　“左翼的”　
間違いを承諾しそれを正した結果、民族教育が再び生きる機会を得た。特に
1962年−63年間、少数民族教育は復活を獲得した。しかし、64年以後、融和
主義は次第に絶対的に優勢になり、党の民族が政策を決定した。
　　1.2.3　動乱衰退期（1966年--1976 年）
　10年間の　“文化革命”　動乱期に、新疆民族教育事業は厳しい破壊を受けて、
民族教育の質、政策方面で民族教育事業は手ひどく挫折した。民族教育の管
理体制政策方面で多くの民族作業部門は撤回され、多くの民族学校は閉校さ
れた。
　　1.2.4　安定回復期（1978年--1991年）
　1976年自治区共産党委員会は、総合大学と専門学校が新入生を募集する時、
　2　　吴福环「改革開発以来少数民族の教育発展」、『新疆社会科学』、2008年第二期。
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党の民族政策を厳しく実行し、自治区所属大学の少数民族学生募集を60％に、
自治区から中国内地所属大学に派遣して学習する少数民族学生は５0％以上に
するという政策を打ち出した。77年は大学入試制度が回復し、新疆少数民族
は「単独命題試験制度」を実行し、大学の募集最低ラインを特別に設けた。
80年10月 9 日、教育部、国家民族委員会は“比例的に採用”という優遇政策
を打ち出し、新疆少数民族学生は50％より低くならいことを規定した。
　　1.2.５　快速改善期（1992年―至今）
　1992年第 4 回全国民族育英事業会議が開かれ、民族教育発展任務、指導方
針、基本原則を制定した。2002年 7 月国務院は民族育英事業の指導思想、目
標となる任務、基本方針と原則、ポリシー施策、幹部管理などを新しい規定
を作り出した。03年 5 月、新疆ウイグル自治区政府は新しい時代の新疆民族
育英事業の指導思想、目標任務、基本原則は民族育英事業の一連措置を発展
させ、今と将来に渡る長期間の新疆民族教育全体の発展計画と指導方向を作
り出した。
　昔から新疆は少数民族教育を最優先的課題と位置づけ、少数民族教育を重
視するととも優遇対策を採ってきた。教育発展計画を制定する際に少数民族
教育の発展規模とその速度を保証した。経費とインフラ建設への投資を手配
するときに、優先的に少数民族教育の発展を考え、校舎、教員資格者、基本
建設を改善する時に、重点的に少数民族教育の基本建設に特に力を入れた。
　1.3　現在の少数民族教育の基本状況
　共産党が政権を握る前、新疆の教育は非常に遅れていて、全新疆の非識字
者率は90％以上だった。新中国が設立以来、特に改革解放後、少数民族の教
育の発展は目覚しいものだった。幼稚教育、基礎教育、専門教育、一般高校
教育、成人教育など教育体制を整えた。教育事情の発展は新疆の経済発展た
めに大きな土台となった。
　30年間の発展を経て、2013年までに、全新疆で各部類の学校は9,124校と
なり、その中で中学校は3,864校あり、全体の42.34％を占める。義務教育の
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性質を持った小学校は3,533校、中学校が1,102校、トータルで4,645校あり、
全体の50.80％を占める。高校性質の学校（技術学校含まず）普通高校は355
校、中等の技術学校は288校、合計で654校あり、全体の7.16％を占める。一
般大学及び成人向け大学が43校あり、全体の0.47％を占める。普通の 4 年生
の大学は13校、職業大学が23校で成人向け大学は 7 校ある。3
　2013年新疆での各種類の学校の在校生は462.18万人である（少数民族は
293.33万人の全体の63.49％）。その中で幼稚園の幼児生71.20万人（少数
民族49.39万人、68.6%）、全体各種類の就学生の15.41%をを占める。義務
教育に就学している小学生は189.44万人（少数民族132.21万人で、69.8%）、
中学生は91.85万人（内少数民族59.05万人、64.28%）、合計で281.29万人。
義務教育に就学している全体学生の60.89%を占める。高校段階の教育の中
で、普通高校の在校生は44.75万人（少数民族17.39万人で、38.19%）、中
　3　　新疆ウイグル自治区教育庁「2013年新疆ウイグル自治区教育事業の発展統計官報」
────────────
　（出典）新疆ウイグル自治区教育庁「2013年新疆ウイグル自治区教育事業の発展統計
官報」
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　（出典）新疆ウイグル自治区教育庁「2013年新疆ウイグル自治区教育事業の発展統計
官報」。
　（出典）新疆ウイグル自治区教育庁「2013年新疆ウイグル自治区教育事業の発展統計
官報」
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等の職業学校の在校生は28.18万人（少数民族17.28万人，61.32%）で合計
72.54万人である。
　大学など高等教育機関での在校生は全体の15.70％を占め、その数は27.84
万人（少数民族11.24万人、40.37％）、各種類教育機関で全体の6.21％に相
当する。4
　全新疆各種類学校での専任の教師は30.5万で、そのうちは、普通大学
は1.83万人（少数民族の6,020人で32.89％を占める）、中等職業学校は
11,047人（少数民族3,402人で、33.98％）、普通の中学は116,523人（少
数民族61,757人で、53.41％）、小学校は14.06万人 （少数民族8.96万人で、
63.57％）。5
　普通中小学校は教育言語によって全新疆で1,756校あり、うち漢語の中学
校は756校、全体の37.75％占め、ウイグル語の中学校は531校で、29.54％を
占める。カザフ語学校は119校で、7.13％を占める；モンゴル語学校は10校
で、0.65％を占める；錫伯語学校は 4 校で、0.26％を占める；キルギス語学
校は16校で1.09％を占める。
　全新疆で小学校の数は3,533校で、中国語学校は1,019校で、全体の21.16 
％を占める。ウイグル語学校は2,906校で全体の60.35％を占める；カザフ語
学校288校で、5.98％を占める、モンゴル語学校は20校で、0.42％を占める。
錫伯語学校は 4 校で0.08％を占める。キルギス語学校は67校で、1.39を占め
る。漢語ウイグル語共学は511校で、10.61％占める。
　2013年は、全新疆で幼稚園、小中学校（職業高校を含む）で“双語”6　で
教育を受ける（民考漢を含む）学生数は182.61万人に達し、去年より8.79％
増加し、幼稚園、中小学校で教育を受ける少数民族と学生の70.93％を占め、
　4　　同上。
　5　　同上。
　6　　新疆の“双語”教育は本民族の言語と文字の基礎を掌握する上に少数民族の学生は中国
語を学びことに指摘します。
────────────
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去年より4.32パーセントを高くなった。そのうち、就学前に“双語”教育を
受けた幼稚生の数は47.66万人に達し、少数民族就学前教育幼児の64.61％を
占めた。中小学校（職業高中を含む）で“双語”教育受けた学生（職業高校
を含む）は134.95万人に達して、中小学校の少数民族の在校生の64.4％占め
る。
　全新疆で就学前校と小中学校での教師の数は8.6万人で、去年より12.71％
増加した。そのうち就学前校で教師の数は1.55万人、少数民族“双語”教師
は76.77％を占める。中小学校で”双語”教育の教師の数は7.06万人で、少数
写真　1　.少数民族中国語教科書
　　　　　　　　　　　（出典）http://image.baidu.com/ 
写真　2　.内地新疆高校クラス
　　　　　　　　　（出典）http://image.baidu.com/ 
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民族“双語”教師は89.66％占める。
　中国内地“新疆高校クラス”7、自治区内の“中学校クラス”、“高校クラ
ス”8　の規模は絶えず拡大した。2013年、少数民族の為に高校を開校した中
国本土での都市の数は45都市に達し、その学校数は91校で、新規の受け入れ
学生数は9,122人、合計で在校生の3.09万人に達した。
　自治区内で“双語”中学校クラスを開校した都市は13都市で、学校数は
26校、新規に受け入れ学生数は8,700人、合計で在校生は2.23万人に達した。
自治区内で“双語”高校クラスを開校した都市は 8 都市で、新規受け入れ学
生数は614人、合計で在校生の0.13万人となった。
　7　　2000年 9 月から、国家は北京、上海などで12の経済の発達している内地都市の13の高校
で新疆の学生の勉強する“新疆高校クラス”を創立しました。
　8　　2004年 9 月から、自治区政府ははウルムチ、克拉瑪依、石河子など ８ の経済の発達して
いる都市の1６の中学校、高校で未発達している南新疆の学生の勉強する自治区内“中学
校クラス”、“高校クラス”を創立しました
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表１：2005年―2011年　人口 1 万人当たりの各教育機関での在校生数　
（单位：人）
年
全新疆人
口総数
（万人）
普通大学、
専 門 学 校
教育
普通中等
実業学校
普通中学教育
小学教育
就学前
教育高校 中学校
2005 2010.35 　90.44 43.15 192.88 596.95 1066.39 145.94
2006 2050.00 　97.20 52.75 196.25 570.82 1023.40 171.18
2007 2095.19 103.28 67.37 197.33 532.48 　982.67 172.82
2008 2130.81 108.40 70.73 196.50 499.74 　944.25 185.49
2009 2158.63 111.94 68.30 193.24 476.09 　914.42 227.28
2010 2181.58 115.13 69.78 192.13 459.89 　887.34 265.41
2011 2208.71 117.14 73.19 195.92 442.14 　869.04 294.79
　（出典）新疆ウイグル自治区統計局「新疆　統計年鑑　」，2012年。
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　2013年、中国内地で新疆中職班を開校した都市は 9 都市で、設立学校は33
校、新規の受け入れ学生数は2,403人で、在校生は0.84万人になった。
2011年、人口１万人あたりの就学前幼稚数は295人で、小学校在校生は869人、
中学校在校生は442人、普通高校在校生は196人、普通中等専門学校在校生は
73人、普通大学在校生に117人だった。
　２　．新疆少数民族人材育成状況
　2.1　建国前の新疆少数民族の人材状況（1949年まで）
　この時期、新疆の少数民族教育は非常に遅れており、規模が小さく、唯一
の不完全な高等教育機関――新疆学院があり、教師数が30人前後で（少数民
族14名）、学生数は379人、その中で少数民族学生数はたった185名。中等の
専門学校は11校で、学生数が1,975名、その中で少数民族学生数は1,266名、
教師数は134名（内は少数民族76名）。当時の少数民族の人口から計算すると、
一万人あたりの専門学校生は 3 人で、大学生は0.4名。大多数の青年は入学
機会がなく、就学年齢児童の入学率は19.8％だった。非識字者率は90％以上
だった。
　2.2　建国後の少数民族人材状況（1949年―1966年）
　新中国の建国後、少数民族人材育成は議事日程として上げられた。1950年
11月、政務院は＜少数民族幹部育成方案＞の実施を承認し、全国少数民族人
材育成の幕を開けた。＜方案＞の精神によると、自治区から大量の少数民族
を内地の教育機関に派遣し、新疆でも大学、共産党学校、民族師範学校、民
族中学校及び職業技術学校を設立し、または内地の大学に新疆班の設立を依
頼し、大量の政治、経済、文化などの各分野で活躍する専門技術人材を育成
した。
　新中国成立後当初、新疆の少数民族幹部はたった3,000人余りだった。全
新疆で専門技術分野の少数民族スタッフはたった460人だった。1955年自治
区が成立したとき、全新疆の少数民族幹部は4.6万人までに増え、新疆ウイ
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グル自治区設立10周年のとき（1965年）、には全新疆で6.7万人の少数民族人
材に達した。
　2.3　“文化革命”時期の人材育成状況（1966年―1976年）
　10年間に渡る “文化革命” 期間中、少数民族人材育成事業は激しく破壊さ
れ、民族学院、民族幹部学校、民族幹部育成班などの教育機関が停止に追い
込まれた。自治区内の新疆大学、新疆医科大学、新疆経済学院が前後にして
　4　年から 6 年間学生の募集を停止した。結果、少数民族の人材源を失ってし
まった。この時期、少数民族の人材が大きな破壊を受けたが、少数民族の政
治と携わる幹部が大きく増加し、1975年の自治区設立20周年のころには9.3
万人にまで達した。
　2.4　改革開放初期の人材育成状況（1977年―1987年）
　1978年11回目党大会が開かれ、改革開放が実施され、少数民族幹部の発展
が明らかに加速した。センター試験制度が復帰され、全国の民族学院及び少
数民族地区の大学が少数民族学生の募集を再開した。1978年、自治区の少数
民族幹部は11.42万人で、少数民族の専門技術者2.8万人に達し、当事の少数
民族幹部総数の25.27％を占め、開放当事の460人から62.7倍増加した。
　1984年になると、全新疆少数民族幹部は19.2万人に達し、自治区幹部総数
の44.4％を占めた、一方少数民族の色々な分野で技術に携わる人材が11.5万
人に達し、全体の46.58％を占めた。1985年末には、自治区の少数民族幹部
は20.1万に達し、自治区幹部総数の44.4％を占め、1949年の開放当事の67倍
になった。自治区全体で科学技術と携わる少数民族は11.5万に達し、自治区
全体の技術幹部の45.86％をしめ、解放当事の251倍なった。
　2.5　改革解放後後期の人材育成状況（1988年―今まで）
　自治区党員会、自治区人民政府は新疆の改革解放と現代化建設を出発点と
し、少数民族の幹部育成を更に強化すると共に、少数民族幹部の育成計画と
段階性目標を制定し、現実的な措置を採用し、共産党学校及び幹部学校、区
内派遣訓練、内陸へ派遣交流を通して、少数民族幹部の科学的決断力、市場
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経済を牽引する能力、複雑な局面に対応する能力、法に基づき法を実施する
能力及び社会全体を管理する能力を高めた。毎年大量の少数民族幹部が中央
共産党学校、天津大学、大連理工大学などの大学で研修を受け、論理的資質、
事務能力、政権を行使する能力を強化した。9
　3　．新疆少数民族教育及び人材養成の方法と経験
　3.1　少数民族教育を高度に重視し少数民族教育に投資し続ける
　自治区党委員と政府は少数民族教育事業発展を新疆教育の柱とし、重視し
てきた。自治区教育の発展計画を制定する際、優先的に少数民族教育の発展
規模と速度を保障し、優先的に少数民族教育の発展のために予算と経費保障
してきた。
　　3.1.1　無料の義務教育事業を実施した。
　 ９ 年間義務教育の普及を加速させるため、2013年秋から南新疆の四つの地
域（ホータン地区、カシガル地区、キズルキルギス自治州）と県、市他の村
に対して、国家及び自治区が貧困をサポートし、56の県で205万の学生に対
して、教科書無償、雑費無償の制度を実施した。
　9　　李慧、李儒忠等「少数民族人材育成発展の歴史的背景、『貴州民族研究』、200８年第三期。
────────────
写真　3　.少数民族双語教育教師育成（1） 写真　4　.少数民族双語教育教師育成（2）
　（出典）http://image.baidu.com/ 　（出典）http://image.baidu.com/ 
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　　3.1.2　基礎教育特に農村の基礎教育を積極的に改善した。
　2007年国が “中西部農村中学校校舎改造プロジェクト” を実施し、重点的
に30の県の中学校の学生宿舎、食堂、トイレなど生活施設を改善した。2003
−2006年、中央の新疆の教育に投資した投資額は11.1億元、新疆政府の投資
額は4.8億元を投資し、新疆の小中学校の校舎ビルの危険、欠陥などの多く
の問題を解決した。
　3.2　大学教育に対する投資を徐々に増加させる
　第一に新疆大学の “ 2 1 1 プロジェクト” に 4 億元を投資した。第二に大
学の重点専攻を支持し基礎研究の研究施設改善した。第三に危険な学校校舎
を改善した。第四に貧困学生に対して補助金を出した。1994年から自治区は
貧困学生に1,500万元の補助金支出した。補助基準は三等級あり、一等年間
4,800元、二等4,000元、三等3,500元とした。
　3.3　教科書を多言語で出版し、各民族が母国語を使用する権限を保障し
た
　新疆の基礎教育はウイグル、漢語、カザフ語、モンゴル語、シボ後、キル
ギス語、ロシア語など七つの言語で行う。自治区の大学で部分的にウイグル
語、モングル語、カザフ語使用して研究活動を行う。民族教育のニーズに合
わせ、新疆はウイグル語、カザフ語、モングル語、キルギス語、シボ語で教
科書を出版物することを堅持してきた。
　3.4　漢語教育に力を入れ、小数民族教育の質の向上を促進
　　“双語”教育（少数民族言語と漢語）の強化は、長い間新疆の少数民族教
育事業発展の重要な戦略とされてきた。新疆ウイグル自治区が設立されて以
来、各地域の中学校はずっと漢語講義を設けてきた。少数民族学生が大学に
進学語、 1 − 2 年間の中国語を勉強し、その後自分の専攻分野で教育を受け
た。2010年10月発行された＜新疆ウイグル自治区少数民族学前及び小中学校
教育2010から2020年発展規格（意見応募）＞で、新疆は各地域の現状に応じ
て、“双語”教育を前面的に普及すること、2012年には就学前クラスの 2 年
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間の“双語”教育を普及すること、2015年まで基本的に小中学校学生に対し
て多パターン“双語”教育を普及することを、2015年まで全面的に小中学校
学生に対して“双語”教育を普及することが決められている。
　3.5　少数民族教師部隊の建設を強化
　少数民族教師を育成するため、各種師範学校の建設が強化され、全新疆で
少数民族教師を育成する様々な体系とネットワークが形成された。積極的に
少数民族教師の研修を高める措置がとられ、特別な措置を採用し学術的に
引っ張り役の人たちが育成された。全国の38の大学が新疆の大学向けの教師
を育成する任務を負担すると共に新疆の高校向けの教師を育成するために定
期的な研修を行った。
　2004年には、新疆の小中学校で“双語”で教育を行えない教師たちに対し
て、全日制の研修を 1 − 2 年を行った。同時に国家は新疆の中国語教師を育
成するプロジェクトを支援し、内陸で少数民族教師の中国語教育研修をス
タートし、少数民族教師を内陸部で研修させ、内陸の大学が新疆の教師を育
成を支援するプロジェクトも支援した。
　3.6　遊牧地域の教育深刻な問題として、下宿制の小中学校を発展させ、
遊牧地域教育遅れを改善する
　遊牧地域の小中学校の教育水準を上げるため、自治区政府は1978年遊牧地
域で下宿制の学校を発展させることを決めた。遊牧地域は広く、学校が分散
されていることを考え、全日制、全下宿制の学校を主体する教育方針を提案
した。1995年以降、遊牧下宿制の学校の補助金は毎月一人の学生あたり14元
から25元に引き上げられた。2013年年末までに、全新疆で下宿制小学校は
　（遊牧地域）474校、在校生は36.82万人で、下宿制中学校は539校で、在校
生は43.6万人で、下宿制高校は245校で、在校生は19.76万人にまで達した。
　もっと幅広く新疆少数民族人材の育成を加速させる
　3.7　内陸の大学が新疆協力計画を支援する
　国家教育部、国家民族委員会及び新疆ウイグル自治区人民政府は 4 期に
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渡って新疆協力計画支援を実施し、国務院所属の各省、市の70余りの大学
　（中国語研修学校を含む）がこの任務を負担した。協力計画以外に、内陸の
沢山の大学が中国語で受験した少数民族学生（民考漢混在）を採用した。
　3.8　内陸新疆高校班を開校
　新疆の人材育成を更に加速させるため、国務院が2000年の秋から北京、天
津、上海などの12の都市で新疆高校班を開校させ、始めに新疆から1,000人
を採用し、25のクラスに分けた。教育部が内陸新疆高校は四年制（一年間の
中国語勉強含む）で、学生の募集対象は遊牧地域の少数民族が80％以上、漢
族農民出身の学生が10％前後と決めた。
　3.9　自治区内で中学校を開校
　辺境の貧困地域の教育機会とその水準の差を縮小すると学生募集数が年々
増加している内陸の高校のニーズにあった学生源を確保するため、自治区
党委員会が2004年 9 月から内陸の高校の模式を参照し、ウルムチ、カラマ
イ、石河子、昌吉、奎屯、库尔勒、アケス及びクムルなど八つの都市で区内
中学校を開校した。自治区政府の規定によると、区内中学校の入学者数は
2004年1,000人で、2006年は5,000人、その後毎年5,000人規模で採用枠を保
持し、今その総数は9,000人に達している。2013年には区内の中学校生数規
模が2.23万人に達している10。
　3.10　新疆少数民族特別科学技術特別人材の育成”プロジェクト
　1992年以来、国家は“新疆少数民族中核人材特種育成プログラム”を前面
的に開始した。この計画は新疆少数民族の専門技術スタッフの素質とレベル
を更に上げることと、彼らの総合的な素質と能力を上げるに重要な役割を果
たした。このプロジェクトが実施されて以来、新疆少数民族の専門技術ス
タッフの規模が大きく変化し、その数は8.6万人から34万人に達した。
10　新疆ウイグル自治区教育庁「2013年新疆ウイグル自治区教育事業の発展統計官報」。
────────────
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　3.11　大学に新入生を募集する際、少数民族受験者に対して低い採用合格
ライン設ける優遇政策
　1986年から、新疆の少数民族の大学受験生に関して優遇点数を与える政策
がとられ、中国語でセンター試験に参加したウイグル族、カザフ族、モング
ル族、キルギス族、タジク族、シボ族、ウズベック族、タタル族、达斡尔族、
チベット族、ロシア族の11の民族の学生に対して大学合格ラインを漢族の受
験生より100ポイントも低くし設定した。片方の親が漢族の場合30ポイント
低く設定した。回族の受験生に関して10ポイント優遇した。2004年新疆の普
通大学の募集制度も調整、両親両方が少数民族の場合50ポイント優遇、一方
が少数民族の場合10ポイントを上乗せするようにした。
　4　．少数民族教育及び人材育成における問題
　4.1　少数民族教育の質が低い
　新疆の少数民族教師部隊の質が全体的に低く、教育と改革に追いつかず、　
　“双語”教育の必要用件も満たしていない。大学受験合格ラインが教育質の
一つにバロメータでもある。2013年漢語教育受けて学生と母国語で教育受け
た学生の大学受験合格ラインの差は、一類大学で116ポイント、二類大学で
は78ポイントにもなっている。これらは少数民族学校の理学面で質が比較的
低いことを表している。
　4.2　農村地域の義務教育基盤が弱く、児童の入学率も低い
　中学校卒業者の高校入学率も全国平均より低く、西部の省区の平均よりも
低い。義務教育の発展の度合いは不均衡で、村と村、区と区、学校と学校の
間でも相当の差がある。農村地域の基礎教育が希薄で、特に高校進学率が低
い。酪農地域の学校が分散し、規模が小さく、学校の効率も悪く、学校の位
置がよくないなど地理的なことも変わっていない。
　4.3　少数民族小中学校教師、特に南新疆の教師の数が少なく、質も低い
　2013年年末まで、南新疆各地区、州で小中学校教師が依然として不足して
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いる。小中学校の教師不足と構造的な不均衡問題が顕著であるのも事実であ
る。全新疆の小中学校、特に農村地域の教師の知識、教学能力また全体的な
質も教育の要求を満たしていないため、更なる改善が必要。多数小中学校の
教師の学歴と実際の教学水準は比較的に低い。
　4.4　教育投資は不足し、教育発展妨げの要因に
　一方、新疆の経済発展が高くないため、財政的な問題も深刻だ。その一方
新疆は多数の民族が存在し、小中学校では ６ 種類の言語を使用して教育活動
を（ロシア語学校は2006年閉校）、大学、専門学校は 4 種類の言語を使用し
て教育活動を行うため、教育資源が分散されて、教育原価は高くなり、教育
基礎も希薄でなってしまい、教育投資は教育発展のニーズを満たしていない。
大学だけを例に挙げても、新疆の大学に分配した国家予算は全国のその他の
地域より絶対的にも平均的にも低い。
　4.5　“双语”を推進するのはもっとも困難
　新疆で“双语”教育に従事する教師のレベルが低く、教え方もよくない。
これは自治区内で“双语”を推進するのに大きく妨げになっている。規定に
よると、教師資格獲得する基本要求は以下のとおり。小学校教師が HSK で
　3　級、中学校教師が 4 級、高校教師が 5 級に到達することが求められている。
然し、40％の教師はこの基準を満たしていないのが現状だ。漢語検定試験で
　８　級、 7 級、 6 級の達した教師は非常に少ない。
　4.6　新疆の大学生の就職率が低い
　近年30％前後の少数民族学生が就職できておらず、南新疆の就職問題は更
に深刻である。2003年、全新疆で少数民族大学生の就職率は72.98%で、逆
に漢族大学生の就職率は96.91％で、その差は20％もある。2009年の大学生
の就職活動で内定が確定した漢族学生は30％未満で、少数民族大学生の内定
率は5％未満である。これらから大学、専門学校卒業した少数民族学生の就
職問題が深刻であることが分かる11。
11　居来提・色依提，「新疆における少数民族の大学卒業生に対する雇用政策」、『アジア研究
所記要』、2013年12月。
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　5　．少数民族教育及び人材教育に対する更なる提案
　5.1　教育の質を上げることをもっと重要事項と位置づける
　自治区党委員、人民政府教育庁、各級教育行政部門、各学校はこの問題の
重要性を認識し、農村の（学校）から始め、詳細を見逃さず、それぞれの学
校は確実な措置を制定して、それを真剣に実行して現実的な行動を取る。
　5.2　少数民族教育に更なる投資を
　少数民族教育に対してもっと投資をし、農村地域の小、中学校の校舎を改
造、改善する。徐々に、新疆農村の子供たちの高校教育の学費を無料にする
と同時に国家が専門的な機関を設け、農村地域の学生に助成金を提供すると
同時に学費減免をすることを提案する。少数民族地域で師範学校に対しても
教育部直属の師範学校と同じく学費減免政策を適用し、地質、炭鉱、水利、
農林業など比較的難度の高い専門に関しても、学費減免、下宿減免と共に生
活費を補助する。
　5.3　教師育成を最重要課題として捕らえる
　新疆の教育の質が低く（特に少数民族教育）、自治区の経済の発展と少数
民族自身の発展の妨げとなっている。新疆の教師部隊の質を上げるのに以下
の五つの方面のから着手することが必要である。
　第一、漢語レベル：近年の自治区の少数民族教師に対する“汉语”研修が
大きな成果を上げた。然し研修の量と質からすると、社会のニーズを満足す
ることができない。現実から見ると、内地での研修の効果が大きく、自治区
内で研修の効果はそうでもない。したがって新疆は少数民族教師の漢語レベ
ルあげることと、研修のあり方について巨大な投資し、確実に研修の質を上
げなければならない。
　第二、専門知識。小中学校で大多数の教師が数学、物理、化学、生物学、
地理、歴史、政治などの科目を担当し、これらの科目も専門性が非常に高い。
少数民族教師が漢語を使って、少数民族の学生にこれら科目を教えるのは簡
単なことではない。新疆では熟練されたこれらの教師が不足すると同時に、
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自分が担当している科目に自分も合格できないの事実だ。この問題が新疆関
係機関の注目を引いている。
　第三、教える能力。“教える”こと自体が一つの科学であり、芸術である。
　“教える”ことは論理的な問題だけではなく、実際の問題でもある。私たち
の各地の小、中学校に対する調査によると、先生たちの“教える”能力が低
く、科学的に教室を組織することができない、しかも、“教える”方法も遅
れている。どのようにして教師の“教える”能力を上げるかということが自
治区教師育成内容の重視すべてき問題でもある。
　5.4　現代のデジタル技術の力の十分に利用する
　現在、新疆の大学、専門学校、都市の小学校で教育設備、IT 技術が大き
く改善された。しかし、農村と酪農家地域での小学校の設備と都市の差は依
然と大きい。国家の支援で先進設備を導入し、この差を小さくする必要があ
る。主にインターネットなど駆使し、遠隔教育を実現する必要がある。
　5.5　“双语”教育を更に発展させる
　　“双语”教育を幼稚園から始め、小学校から力を入れる必要がある。住民
の住んでいる割合と言語環境の違いよって、都市と田舎で暮らす児童の漢語
レベルも大きく異なる。近年少数民族の間で漢語教育推進するのに、ある程
度の思想的な障害があるのも事実だが、最近、少数民族民衆の間で子供たち
が漢語を勉強する積極性も頂点に達した。しかし現実問題として漢語を教え
る教師の不足に直面している。
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　5.6　専門技術教育も力を入れる
　長い間新疆の少数民族に対して、大学、専門学校などで学歴教育が行われ、
それが学生の就職難という問題を起こすことになった。新疆経済大きく発展
させるため、新しい形の工業化や新規の集落発展のため、大学と専門学校で
は社会のニーズにあった専門技術を押していく必要がある。
　5.7　人口が少ない小数民族の教育事業の重視
　人口がもっとも少ない縁辺集落の少数民族、例えばタジク族、キルギス族、
シボ族、达斡族、タタル族、ウズベック族などの少数民族に対して優遇政策
を取りいれる。同時にその地の小学校を支援すると同時に、新疆内の及び内
陸の中学校で彼らの為の特別な枠を設ける。大学受験では特別に優遇する。
　5.8　大学、専門学校卒の少数民族学生の就職問題
　現在、新疆少数民族大学、専門学校卒業生は就職難に晒されている。従っ
て、大学は経済社会のニーズに適応し、選抜された専攻を設け、教育で改革
写真　5　.幼稚園双語教育（1） 写真　6　.幼稚園双語教育（2）
　（出典）http://image.baidu.com/ 
　（出典）http://image.baidu.com/ 
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を行い、人材育成計画を改善して、教育質を高め、経済社会の成長に合った
優秀な人材を育成しなければならない。各政府、大学、専門学校が就職指導
を強化しなければいけない。
　5.9　少数民族教育研究の強化
　改革発展の中で新疆少数民族教育が直面した問は題様々で、かつ複雑であ
り、多くの問題をいっぺんに解決するのは難しい。そのため、少数民族教育
に対する調査、研究は急務となっている。自治区教育庁に毎年研究ガイドを
組み入れることを提案し、研究テーマ確定、入札募集方式を採用して、研究
者と現地のスタッフが念入りに調査研究を展開し、新疆少数民族に対して改
革の発展中に現われた新しい見解と問題に対して、解決策と計画を提案し、
それを戦略的に行なわなければならない。
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